
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディジタル放送波を受信してトランスポートストリームを出力するチューナ部と、前記ト
ランスポートストリームを分離するデマルチプレクサと、分離されたストリームからデー
タ放送データ及び番組情報を取得する手段と、前記データ放送データ及び番組情報を記憶
する記憶手段と、を備えたディジタル放送受信装置において、
　データ放送映像と電子番組表の両方を一画面中に表示する表示手段と、利用者の操作に
応じて前記データ放送映像と電子番組表の表示面積の割合を異ならせた複数の表示モード
を前記表示手段に実行させる制御手段と、どの表示モードが実行されているかに基づいて
所定の変更を行う設定変更手段と、を備えており、
　前記設定変更手段は、ユーザがデータ放送映像の継続表示を優先していると判断される
表示モードが実行されているときには、ユーザが番組情報の取得を優先していると判断さ
れる表示モードが実行されているときに比べて、前記デマルチプレクサにおける分離機能
部資源（フィルタ資源）のデータ放送用割り当てを多くし、ユーザが番組情報の取得を優
先していると判断される表示モードが実行されているときには、ユーザがデータ放送映像
の継続表示を優先していると判断される表示モードが実行されているときに比べて、前記
デマルチプレクサにおける分離機能部資源（フィルタ資源）の番組情報取得用割り当てを
多くすることを特徴とするディジタル放送受信装置。
【請求項２】
ディジタル放送波を受信してトランスポートストリームを出力するチューナ部と、前記ト
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ランスポートストリームを分離するデマルチプレクサと、分離されたストリームからデー
タ放送データ及び番組情報を取得する手段と、前記データ放送データ及び番組情報を記憶
する記憶手段と、を備えたディジタル放送受信装置において、
　データ放送映像と電子番組表の両方を一画面中に表示する表示手段と、利用者の操作に
応じて前記データ放送映像と電子番組表の表示面積の割合を異ならせた複数の表示モード
を前記表示手段に実行させる制御手段と、どの表示モードが実行されているかに基づいて
所定の変更を行う設定変更手段と、を備えており、
　前記設定変更手段は、ユーザがデータ放送映像の継続表示を優先していると判断される
表示モードが実行されているときには、ユーザが番組情報の取得を優先していると判断さ
れる表示モードが実行されているときに比べて、前記記憶手段におけるメモリ資源のデー
タ放送用割り当てを多くし、ユーザが番組情報の取得を優先していると判断される表示モ
ードが実行されているときには、ユーザがデータ放送映像の継続表示を優先していると判
断される表示モードが実行されているときに比べて、前記メモリ資源の番組情報取得用割
り当てを多くすることを特徴とするディジタル放送受信装置。
【請求項３】
ディジタル放送波を受信してトランスポートストリームを出力するチューナ部と、前記ト
ランスポートストリームを分離するデマルチプレクサと、分離されたストリームからデー
タ放送データ及び番組情報を取得する手段と、前記データ放送データ及び番組情報を記憶
する記憶手段と、を備えたディジタル放送受信装置において、
　データ放送映像と電子番組表の両方を一画面中に表示する表示手段と、利用者の操作に
応じて前記データ放送映像と電子番組表の表示面積の割合を異ならせた複数の表示モード
を前記表示手段に実行させる制御手段と、どの表示モードが実行されているかに基づいて
所定の変更を行う設定変更手段と、を備えており、
　前記設定変更手段は、データ放送受信において受信サービスやデータ放送のコンポーネ
ントが切り替えられた場合に、
　前記記憶手段に格納しているコンテンツを全て消去し、切替後のデータ放送受信を行っ
てコンテンツを前記記憶手段に格納する第１の処理方法と、
　受信する前記コンポーネントが切り替わった際も、受信済みのモジュールを前記記憶手
段にキャッシュしておく第２の処理方法のうち、
　ユーザがデータ放送映像の継続表示を優先していると判断される表示モードが実行され
ているときには、第２の処理方法を採用し、ユーザが番組情報の取得を優先していると判
断される表示モードが実行されているときには、第１の処理方法を採用することを特徴と
するディジタル放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ディジタル放送を受信するディジタル放送受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　衛星や地上波を用いたディジタル放送を受信するディジタル放送受信装置は、専用のア
ンテナや地上波用アンテナを通して受け取った複数の放送波のなかから任意の放送波をチ
ューナによって選択し、この選択した放送波に含まれる複数のチャンネルのなかから任意
のチャンネルをデマルチプレクス処理によって選択し、この選択したチャンネルのディジ
タル信号を取り出し、これをデコードすることによって映像・音声信号を出力する。
【０００３】
　このようなディジタル放送では、従来のアナログ放送と同様に映像や音声を送信するこ
とに加え、番組情報も送信している。この番組情報は、番組名、番組開始時刻、番組内容
情報、番組ジャンル情報などの各種情報を含んでおり、受信装置側ではＯＳＤ（オンスク
リーンディスプレイ）機能を用いたＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇ
ｕｉｄｅ）表示機能によって多チャンネル放送のなかからユーザが望む番組を選択するこ
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とができる。また、ディジタル放送では、データ放送も実現されており、天気やニュース
などの情報取得が行え、更に双方向性を利用してショッピングなどもできるようになって
いる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、１１０°ＣＳ（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジ
タル放送における番組情報の送出仕様は、ＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｓａｔｅｌ
ｌｉｔｅ）と互換性をとりつつ、よりユーザに速く情報を提供するために、従来の全局（
全チャンネルの番組情報を全チャンネルで低速で送出する）に加え、短周期ＴＳ（全チャ
ンネルの番組情報を特定チャンネルで再送周期を速くして送出する）が運用される。そし
て、ディジタル放送受信装置においては、テレビＯＦＦのときに番組情報を取得してメモ
リに保存したり、テレビＯＮ後にできるだけ速く番組情報を取得する（最短でも６分程度
は必要）ように工夫をこらしている。また、番組情報を取得した後においても、番組編成
に変更があることに対応するための更新監視や画面表示している電子番組表の時間帯によ
って、番組情報を取得しながら電子番組表を作成することが多く発生する。
【０００５】
　電子番組表の表示中においても番組映像を視聴したいとするユーザの要求に応えるべく
、子画面に番組映像を表示したり、番組映像に重ねて半透過で番組表を表示することが行
なわれている。また、スケーラを装備するディジタル放送受信装置においては、スケーラ
による２画面表示機能を用い、一方の画面に番組表を表示し、他方の画面に番組映像を表
示することが行なわれる。しかしながら、ユーザにしてみれば、電子番組表の表示中にお
いても番組映像を視聴したいとする要求の他、番組映像は見られなくても番組情報を速く
取得して欲しいという要求もあり、またかかる要求もその時々によって違ってくることが
予想される。番組映像の継続表示優先と番組情報の取得優先のどちらを採用するかをユー
ザ側において例えば初期設定時に決定させるとしても、その時々によって違ってくる要求
には迅速に応えることができない。
【０００６】
　この発明は、上記の事情に鑑み、番組映像の継続表示優先と番組情報取得優先のどちら
をユーザが望んでいるかを判断でき、また、この判断に基づいて処理を行なうディジタル
放送受信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　利用者はデータ放送映像の継続表示を優先するのであればデータ放送映像の表示面積が
大きい表示モードを選択するであろうし、逆に、番組情報の取得を優先するのであれば電
子番組表の表示面積が大きい表示モードを選択するであろうから、かかる表示モードの選
択状況に基づいて利用者がデータ放送映像の継続表示優先と番組情報の取得優先のどちら
を望んでいるかを判断することができる。
【０００８】
　前記番組映像と電子番組表の表示面積の割合の変更に連動して、前記各種データを取得
して処理するためのハードウェア及びソフトウェアのうちの少なくとも一方の設定を変更
する。これによれば、例えば、デマルチプレクサにおける分離機能資源のデータ放送用割
り当てと番組情報取得用割り当ての比率が利用者の希望に沿ったかたちで設定され得る。
【０００９】
　具体的には、ディジタル放送波を受信してトランスポートストリームを出力するチュー
ナ部と、前記トランスポートストリームを分離するデマルチプレクサと、分離されたスト
リームからデータ放送データ及び番組情報を取得する手段と、前記データ放送データ及び
番組情報を記憶する記憶手段と、を備えたディジタル放送受信装置において、データ放送
映像と電子番組表の両方を一画面中に表示する表示手段と、利用者の操作に応じて前記デ
ータ放送映像と電子番組表の表示面積の割合を異ならせた複数の表示モードを前記表示手
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段に実行させる制御手段と、どの表示モードが実行されているかに基づいて所定の変更を
行う設定変更手段と、を備えており、前記設定変更手段は、ユーザがデータ放送映像の継
続表示を優先していると判断される表示モードが実行されているときには、ユーザが番組
情報の取得を優先していると判断される表示モードが実行されているときに比べて、前記
デマルチプレクサにおける分離機能部資源（フィルタ資源）のデータ放送用割り当てを多
くし、ユーザが番組情報の取得を優先していると判断される表示モードが実行されている
ときには、ユーザがデータ放送映像の継続表示を優先していると判断される表示モードが
実行されているときに比べて、前記デマルチプレクサにおける分離機能部資源（フィルタ
資源）の番組情報取得用割り当てを多くする。
【００１０】
　また、ディジタル放送波を受信してトランスポートストリームを出力するチューナ部と
、前記トランスポートストリームを分離するデマルチプレクサと、分離されたストリーム
からデータ放送データ及び番組情報を取得する手段と、前記データ放送データ及び番組情
報を記憶する記憶手段と、を備えたディジタル放送受信装置において、データ放送映像と
電子番組表の両方を一画面中に表示する表示手段と、利用者の操作に応じて前記データ放
送映像と電子番組表の表示面積の割合を異ならせた複数の表示モードを前記表示手段に実
行させる制御手段と、どの表示モードが実行されているかに基づいて所定の変更を行う設
定変更手段と、を備えており、前記設定変更手段は、ユーザがデータ放送映像の継続表示
を優先していると判断される表示モードが実行されているときには、ユーザが番組情報の
取得を優先していると判断される表示モードが実行されているときに比べて、前記記憶手
段におけるメモリ資源のデータ放送用割り当てを多くし、ユーザが番組情報の取得を優先
していると判断される表示モードが実行されているときには、ユーザがデータ放送映像の
継続表示を優先していると判断される表示モードが実行されているときに比べて、前記メ
モリ資源の番組情報取得用割り当てを多くする。
【００１１】
　また、ディジタル放送波を受信してトランスポートストリームを出力するチューナ部と
、前記トランスポートストリームを分離するデマルチプレクサと、分離されたストリーム
からデータ放送データ及び番組情報を取得する手段と、前記データ放送データ及び番組情
報を記憶する記憶手段と、を備えたディジタル放送受信装置において、データ放送映像と
電子番組表の両方を一画面中に表示する表示手段と、利用者の操作に応じて前記データ放
送映像と電子番組表の表示面積の割合を異ならせた複数の表示モードを前記表示手段に実
行させる制御手段と、どの表示モードが実行されているかに基づいて所定の変更を行う設
定変更手段と、を備えており、前記設定変更手段は、データ放送受信において受信サービ
スやデータ放送のコンポーネントが切り替えられた場合に、前記記憶手段に格納している
コンテンツを全て消去し、切替後のデータ放送受信を行ってコンテンツを前記記憶手段に
格納する第１の処理方法と、受信する前記コンポーネントが切り替わった際も、受信済み
のモジュールを前記記憶手段にキャッシュしておく第２の処理方法のうち、ユーザがデー
タ放送映像の継続表示を優先していると判断される表示モードが実行されているときには
、第２の処理方法を採用し、ユーザが番組情報の取得を優先していると判断される表示モ
ードが実行されているときには、第１の処理方法を採用する。
【発明の効果】
【００１２】
　以上説明したように、この発明であれば、番組映像の継続表示優先と番組情報取得優先
のどちらをユーザが望んでいるかを判断でき、また、この判断に基づいてユーザの望みに
沿った好適な処理が行われ、ディジタル放送受信装置の使い勝手等を向上できるという効
果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、この発明の実施形態を図１乃至図３に基づいて説明するが、ここではユーザが１
１０°ＣＳ（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル放送を視聴
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する場合を例示している。図１はこの実施形態のディジタル放送受信装置３０を示したブ
ロック図であり、図２は制御内容を示したフローチャートであり、図３（ａ）（ｂ）は各
々２画面状態（互いに２画面の面積比率が異なる）を示した説明図である。
【００１４】
　アンテナ１は、屋外において所定の方向に向けて配置されており、ＣＳから送られてく
るディジタル放送信号を受信する。このアンテナ１は一般に周波数変換器を備え、受信／
周波数変換した信号をチューナ２に与える。
【００１５】
　チューナ２は、映像・音声データを含む高周波ディジタル変調信号のうちから特定周波
数の信号を取り出す。すなわち、ディジタル放送の複数のトランスポンダのなかから一つ
を選択する処理を行う。また、チューナ２は、復調回路、逆インタリーブ回路、誤り訂正
回路などを備えることにより、選択したディジタル変調信号を復調してトランスポート・
ストリームを出力する。
【００１６】
　デマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）３は、前記トランスポート・ストリームを、ＭＰＥＧ
２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ２）のビデオストリー
ム、オーディオストリーム、およびＰＳＩ／ＳＩ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ／Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）等に分離する。デ
マルチプレクサ３は、ビデオストリームとオーディオストリームをＡＶデコーダ４に供給
し、ＰＳＩ／ＳＩに含まれる番組情報（番組名、番組開始時刻、番組内容情報、番組ジャ
ンル情報等）等をＣＰＵ１３に供給し、データ放送データをＢＭＬ（ＸＭＬ）ブラウザ２
０に供給する。なお、前述のごとく、トランスポート・ストリームには複数のチャンネル
が多重化されており、このなかから任意のチャンネルを選択するための処理は、前記ＰＳ
Ｉ／ＳＩから任意のチャンネルがトランスポート・ストリーム中でどのパケットＩＤで多
重化されているかといったデータを取り出すことで可能となる。また、トランスポート・
ストリームの選定（トランスポンダの選定）もＰＳＩ／ＳＩの情報に基づいて行うことが
できる。
【００１７】
　デコーダ４はビデオストリームに対してデコードを行うビデオデコーダ、オーディオス
トリームに対してデコードを行うオーディオデコーダを備える。ビデオデコーダは、入力
された可変長符号を復号して量子化係数や動きベクトルを求め、逆ＤＣＴ変換や動きベク
トルに基づく動き補償制御等を行う。オーディオデコーダは、入力された符号化信号を復
号して音声データを生成する。映像データはスケーラ／ＯＳＤ回路１２を経て映像処理回
路５に出力され、音声データは音声処理回路６に出力される。
【００１８】
　映像処理回路５は、スケーラ／ＯＳＤ回路１２を経た映像データを受け取ってＤ／Ａ変
換を行い、例えばコンポジット映像信号に変換する。音声処理回路６は、デコーダ４から
出力された音声データを受け取ってＤ／Ａ変換を行い、例えば右（Ｒ）音のアナログ信号
及び左（Ｌ）音のアナログ信号を生成する。
【００１９】
　映像出力回路７及び音声出力回路８は出力抵抗や増幅器等を備えて成る。ＡＶ出力端子
９には、出力部（左右音声出力端子等や映像出力端子等のセット）が設けられており、こ
の出力部には、映像／音声コード１７によって受像管１６ａ及びスピーカ１６ｂを備える
モニタ１６が接続される。
【００２０】
　スケーラ／ＯＳＤ回路１２はブラウザ２０やＣＰＵ１３から出力指示された文字情報や
色情報に基づく映像データを生成する回路であり、このスケーラ／ＯＳＤ回路１２により
、番組情報に基づくＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）表示
、データ放送表示、メニュー画面表示などが行える。また、このスケーラ／ＯＳＤ回路１
２は前記ＥＰＧ表示の映像データをＡＶデコーダ４から出力される受信映像データ（番組
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映像，データ放送映像）に組み込むと共に、この組み込みにおいて受信映像表示エリアと
ＥＰＧ表示エリアの比率をＣＰＵ１３からの指示に基づいて設定する。比率変更による表
示画面を例示すると、図３（ａ）や図３（ｂ）のごとくなるが、このような２種類に限ら
れるものではない。なお、この例では、縦軸に時間をとり、横軸をチャンネルとし、図の
ごとく番組内容を表示しており、上部枠部Ａには現在選択中の番組Ｂの詳細情報を表示し
ており、下部欄Ｃにはユーザのための操作説明を図示している。下部欄Ｃ中の「変更表示
」は（緑）ボタン（リモコン送信機１０に設けられている）を操作することで表示モード
を変更できることを説明している。ユーザは（緑）ボタンを押すことで自分の希望に合っ
た表示モードを選択できる。図３（ａ）の表示モードの状態で（緑）ボタンを押すと、図
３（ｂ）の表示モードに切り替わることになる。
【００２１】
　リモコン送信機１０は、当該放送受信装置３０に指令を送出するための送信機である。
このリモコン送信機１０に設けられた図示しないキーを操作すると、そのキーに対応した
指令を意味する信号光（リモコン信号）が図示しない発光部から送出される。リモコン受
光器１１は、前記信号光を受光し、これを電気信号に変換してＣＰＵ１３に与える。また
、ユーザはこのリモコン送信機１０のキーを用い、前述した受信映像表示エリアとＥＰＧ
表示エリアの比率変更指示（表示モード変更指示）を行なうことができる。
【００２２】
　不揮発性メモリ（例えばＥＥＰＲＯＭ等）１４には、ＥＰＧ画面などを表示するための
ＥＰＧデータ（番組情報）の他、データ放送データ等が格納される。
【００２３】
　ＣＰＵ１３は、このディジタル放送受信装置３０における全体制御を行うものであるが
、特にこの発明にかかる制御として、ユーザ指示に基づく受信映像表示エリアとＥＰＧ表
示エリアの比率変更処理（表示モード変更処理）、及びこの比率変更に連動した処理を行
なうようになっている。ここで、ＣＰＵ１３（アプリケーションソフトウェア）は、ＥＰ
Ｇ表示を行なうとき、画面上に表示しているチャンネル欄の時間帯の番組情報について、
”未取得の番組情報の取得処理”と、”取得済みの番組情報の更新監視処理”とを行なう
。番組情報は、全てが同じ周期で送出されるのではなく、以下のごとくルールが設定され
ている。 1)自ＴＳ（トランスポートストリーム）のチャンネル情報は他ＴＳ（トランスポ
ートストリーム）のチャンネル情報より送出周期が速い。 2)現在の日時に近い番組の番組
情報ほど再送周期が速い（現在の日時から数日離れると再送周期が非常に遅い）。 3)短周
期ＴＳ（トランスポートストリーム）が運用されている場合、比較的短い周期で全情報が
取得できる。再送周期に関する情報は、１１０°ＣＳディジタル放送では、ＢＩＴ（Ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）セクションのＳＩ（Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）伝送パラメータ記述子とＳＩプライムＴＳ記述子を
参照することにより得られる。
【００２４】
　以下、この発明にかかる制御を図２に示すフローチャートに基づいて説明していく。受
信装置３０はユーザのＥＰＧ表示指令を受けたときにＥＰＧ表示を行なうが（ステップＳ
１）、このとき、ユーザの操作でＥＰＧ上に表示されたチャンネルと時間帯により、取得
すべき情報を特定する（ステップＳ２）。そして、ＢＩＴセクションのＳＩ伝送パラメー
タ記述子とＳＩプライムＴＳ記述子を参照することにより再送周期に関する情報を取得す
る（ステップＳ３）。次に、表示モード（受信映像表示エリアとＥＰＧ表示エリアの比率
設定）と選局先（ＥＰＧ上に表示されたチャンネル）の再送周期を対比し、情報の取得先
を決定する（ステップＳ４）。
【００２５】
　そして、前記情報の取得先決定によって選局が必要になったか否かを判断し（ステップ
Ｓ５）、必要と判断すれば前記決定された情報取得先を選局するようチューナ２に対する
制御を実行し（ステップＳ６）、デマルチプレクサ３において情報分離のための処理（フ
ィルタリング）を行う（ステップＳ７）。
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【００２６】
　ここで、ユーザは番組映像の継続表示を優先するのであれば番組映像の表示面積が大き
い表示モードをとるよう受信装置３０にリモコン送信機１０等を用いて指示するであろう
し、逆に、番組情報の取得を優先するのであればＥＰＧ表示の表示面積が大きい表示モー
ドをとるよう受信装置３０に指示するであろうから、かかるユーザ操作（表示モード）に
基づいてユーザが番組映像の継続表示優先と番組情報の取得優先のどちらを望んでいるか
を判断することができる。
【００２７】
　ユーザが番組映像の継続表示優先を望んでいると判断した場合は、現時点で選局してい
る局のＴＳにおいて番組情報を取得していくことになる。この場合には前述のステップＳ
５においてＮＯと判断される。
【００２８】
　ユーザが番組情報の取得優先を望んでいる場合（特に、番組映像の表示面積がとても小
さくて映像認識が十分に行なえないような状態のとき）は、例えば、以下のようにして番
組情報の取得選局先を選択する。 1)短周期ＴＳが運用されている場合にはこの短周期ＴＳ
を取得するための選局操作をチューナ２に指示し、デマルチプレクサ３にはフィルタリン
グを指示する。 2)ＥＰＧ表示の中央に表示されているチャンネルの番組情報を取得すべく
、当該チャンネルを選局する。現時点のチャンネルが維持されないときには、現時点受信
映像の表示が途絶えることになるが、ユーザが番組情報の取得優先を望んでいる場合であ
るので、ユーザには不満を与えないと考えられる。勿論、どのような処理を望むかを予め
ユーザに選択させておくのが望ましい。
【００２９】
　以上の例では、表示モードに連動した番組情報の取得のための選局処理について説明し
たが、表示モードに連動してハードウェアやソフトウェアの設定を変更するようにしても
よい。例えば、ＣＰＵ１３はユーザによって選択された表示モードに基づき、不揮発性メ
モリ１４におけるメモリ資源のデータ放送用割り当てと番組情報取得用割り当ての比率を
設定する。具体的には、ユーザが番組情報の取得優先を望んでいると判断される表示モー
ドでは、そうでないと判断される表示モード時に比べ、不揮発性メモリ１４におけるメモ
リ資源について、番組情報格納用割り当ての比率を高めてデータ放送用割り当ての比率を
低くする。反対に、ユーザが番組映像の継続表示優先を望んでいると判断される表示モー
ドでは、そうでないと判断される表示モード時に比べ、不揮発性メモリ１４におけるメモ
リ資源について、番組情報格納用割り当ての比率を低くしてデータ放送用割り当ての比率
を高めることになる。
【００３０】
　また、例えば、データ放送受信において、受信サービスやコンポーネントを切り替えた
場合に、不揮発性メモリ１４に格納しているコンテンツを全て消去し、切替後のデータ放
送受信を行ってコンテンツを不揮発性メモリ１４に格納する第１の処理方法（第１のソフ
トウェア）と、受信するコンポーネント等が切り替わった際も、受信済みのモジュールを
不揮発性メモリ１４にキャッシュしておく第２の処理方法（第２のソフトウェア）の二つ
を用意しておき、ユーザが番組映像（データ放送映像）の継続表示優先を望んでいると判
断される表示モードでは、第２の処理方法を採用し、ユーザが番組情報の取得優先を望ん
でいると判断される表示モードでは、第１の処理方法を採用するといったソフトウェア変
更制御を行うようにしてもよい。その他、表示モードに応じて、不揮発性メモリ１４に格
納しているデータ放送コンテンツと番組情報との消去の優先順位を設定する制御を行うよ
うにしてもよい。
【００３１】
　また、ＣＰＵ１３は表示モードに基づき、トランスポートストリームを分離するデマル
チプレクサ３について、その分離機能部資源（フィルタ資源）のデータ放送用割り当てと
番組情報取得用割り当ての比率を設定するようになっていてもよい。分離機能部資源の割
り当て率を変更することで、ユーザが重視しているデータを優先してより速く取得するこ
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とができるようになる。例えば、ユーザが番組映像（データ放送映像）の継続表示優先を
望んでいると判断される表示モードでは、そうでないと判断される表示モード時に比べ、
デマルチプレクサ３における分離機能部資源について、番組情報取得用割り当ての比率を
低くし、データ放送用割り当ての比率を高めることになる。その逆に、ユーザが番組情報
の取得優先を望んでいると判断される表示モードでは、そうでないと判断される表示モー
ド時に比べ、デマルチプレクサ３における分離機能部資源について、番組情報取得用割り
当ての比率を高くし、データ放送用割り当ての比率を低くすることになる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】この発明の実施形態のディジタル放送受信装置を示したブロック図である。
【図２】処理内容を示したフローチャートである。
【図３】同図（ａ）（ｂ）は各々２画面状態（互いに２画面の面積比率が異なる）を示し
た説明図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１　　アンテナ
　２　　ＢＳディジタルチューナ
　３　　デマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）
　４　　ＡＶデコーダ
　１２　スケーラ／ＯＳＤ回路
　１３　ＣＰＵ
　１４　不揮発性メモリ
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【 図 ３ 】
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